


















































中村 翔，小屋 順一，樋口 弘光
星野 佳彦，須藤 高行
（群馬大医・附属病院・放射線部）
【目 的】 Virtual Wedgeの動作特性を調べ,臨床におけ
る注意点を確認する.【方 法】 Siemens製ONCORの





















確定に有用かどう か確認する.【方 法】 MRI用アプリ
ケータを挿入した状態でMRIを撮影し,実際の治療計画
CTと合成し,治療計画を行った.【結 果】 MRIと治療
計画CTの合成は問題なく施行可能であった.GTVの確定
も,単にMRIを参照するのみより容易に行えた.1回のみ
のMRIでは治療効果で縮小するターゲットに対応するこ
とは困難であった.【結 語】 MRIと治療計画CTとの
合成は比較的容易に行え,治療計画上有用である可能性が
ある.子宮頸癌の小線源治療計画においてMRIの画像の
利用は必須であり,画像合成は有用な手段の一つであると
考えられた.施設の事情に応じた利用方法を確立する必要
がある.
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